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平成 17 年３月期 第３四半期財務・業績の概況（連結）   平成 17 年 1 月 27 日 
 

上場会社名  三井情報開発株式会社             （コード番号：4846 東証第二部） 

（ＵＲＬ  http://www.mki.co.jp/investorrelations/ ） 

問合せ先  代表者役職・氏名  代表取締役社長     増田 潤逸 

      責任者役職・氏名  取締役管理本部長     近藤 隆通   ＴＥＬ (03) 3227－5553 
 

１．四半期財務情報の作成等に係る事項 

① 会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無   ： 無 

② 最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無 ： 無 

③ 連結及び持分法の適用範囲の異動の有無       ： 無 
 

２．平成 17 年３月期第３四半期財務・業績の概況（平成 16 年４月１日～平成 16 年 12 月 31 日） 

(1) 経営成績（連結）の進捗状況         (注)記載金額は百万円未満を切捨て表示しております。 

 売 上 高 営業利益 経常利益 
四半期（当期） 
純 利 益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

17 年３月期第３四半期 15,093 11.9 146 ―― 126 ―― △17 ――
16 年３月期第３四半期 13,487 15.9 0 ―― △28 ―― △166 ――
(参考)16 年３月期 23,762 1,131 1,120  488
 

 
１株当たり四半期 
（当期）純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり四半期 
（当期）純利益 

 円  銭 円  銭

17 年３月期第３四半期 △ 1   41 ――― 
16 年３月期第３四半期 △13   13 ――― 

(参考)16 年３月期 36   77 ――― 
(注)①16 年３月期第３四半期については、売上高以外の数値の開示は行っておりませんでしたが、当第３四半期と同様

の方法により、今回別途算出したものであります。 
    ②売上高等におけるパーセント表示は、対前年同四半期増減率を示します。 
 
［経営成績（連結）の進捗状況に関する定性的情報等］ 

    情報サービス産業は、国内景気の全般的な回復を受け、前連結会計期間に比較して企業の情報化投資の増加が見ら  

 れます。しかしながらその伸びは大きくなく弱含みに推移している状況です。一方でユーザー企業においては情報化投  

 資に対する効果をより厳しく追求する姿勢が顕著となっております。これらの状況と相まって、開発コストの引下げ等、 

 業界内での受注競争は激しさを増し、経営環境は一段と厳しいものとなりました。 

  このような状況の中で、当社グループは大手既存顧客からの継続的受注拡大と自社開発パッケージを中心にした新規 

 市場開拓に引き続き取り組みました。 

 前連結会計年度で黒字化を達成したＩＤＣ事業は、より付加価値の高いサービスメニューの提供等、受注拡大に向

け注力しました。大手既存顧客からのＥＲＰ関連受託業務については引き続き積極的に推進しました。自社開発ＥＲ

Ｐパッケージを含むＥＲＰ関連ビジネス拡大の加速化に向けて、本年 10 月には ERP 関連業務の組織体制を再編致しま

した。 

 これらのことから、当第３四半期の連結売上高は 150 億 93 百万円となり、前年同期に比べ 16 億 5百万円、11.9％

増加いたしました。連結経常利益は、前年同期に比べ１億 54 百万円改善し、1億 26 百万円となりました。四半期純損

失は、17 百万円となり、前年同期に比べ１億 48 百万円の改善となりました。 

 

当社グループの四半期業績の特性について 

 当社グループは、情報サービス事業（ＩＴソリューション事業、バイオサイエンス事業）、調査研究事業を行ってお

ります。 
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 ＩＴソリューション事業においては、毎月一定額の売上を計上する業務もありますが、お客さまの検収に基づき売

上計上するシステム開発等の比率が高く、システム開発等の検収は我が国の多くの法人の事業年度末である３月末ま

でに行われる場合が多いため、第４四半期に売上及び利益計上が集中する傾向があります。これは、従来からある業

界的傾向でもあります。バイオサイエンス事業及び調査研究事業は、売上の大部分が年度末を納期とする官公庁から

の発注案件で占められており、売上及び利益の第４四半期への集中は顕著であります。 

 以上のため、当社グループの業績には季節的変動があり、売上及び利益とも第４四半期に集中する傾向があります。

季節的な偏りを解消するための取り組みを鋭意進めておりますが、当該四半期の業績をご覧になる場合は、前年同期

比較ならびに通期見通しと併せてご判断願います。 

 

(2) 財政状態（連結）の変動状況 

 
総 資 産 株主資本 株主資本比率 

１株当たり 
株 主 資 本 

 百万円 百万円 ％ 円  銭

17 年３月期第３四半期 13,101 8,083 61.7 638  65
16 年３月期第３四半期 12,952 7,591 58.6 599  72
(参考)16 年３月期 15,301 8,249 53.9 649   87
 
 【連結キャッシュ･フローの状況】 

 
営 業 活 動 に よ る
キャッシュ・フロー

投 資 活 動 に よ る
キャッシュ・フロー

財 務 活 動 に よ る 
キャッシュ・フロー 

現金及び現金同等物 
期 末 残 高

 百万円 百万円 百万円 百万円

17 年３月期第３四半期 1,525 △1,099 △526 1,001
16 年３月期第３四半期 － － － －
(参考)16 年３月期 482 △718 273 1,101
(注) 17 年３月期第１四半期より連結キャッシュ・フローの状況を開示しており、16 年３月期第３四半期の連結キャッシ
ュ･フローの状況については記載しておりません。 

 
［財政状態（連結）の変動状況に関する定性的情報等］ 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 税金等調整前四半期純利益 22 百万円に、資金の増加としては、売上債権の減少 35 億 96 百万円等があり、資金の減

少としては、たな卸資産の増加 11 億 79 百万円、仕入債務の減少 11 億 9百万円等がありました。この結果、営業活動

により得られた資金は 15 億 25 百万円となりました。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 固定資産の取得等による支払があり、投資活動の結果使用した資金は 10 億 99 百万円となりました。 

（財務活動によるキャッシュ･フロー） 

 前事業年度末に借入れた決済資金の返済 4億円ならびに配当金の支払 1億 26 百万円があり、財務活動の結果使用し

た資金は 5億 26 百万円となりました。 
 
 これらの結果、現金及び現金同等物の減少額は 99 百万円となり、当四半期末残高は 10 億 1百万円となりました。 

 

○添付資料 

（要約）四半期連結貸借対照表、（要約）四半期連結損益計算書 

 

３．平成 17 年３月期の連結業績予想（平成 16 年４月１日～平成 17 年３月 31 日） 

［業績予想に関する定性的情報等］ 

 第３四半期の業績は予定どおり推移しており、平成 16 年 11 月 20 日に公表いたしました業績予想について、変更は

ございません。 

 
（注）本資料における業績の見通しは、当社グループが現時点で入手可能な情報による判断、及び仮定に基づいて算 

定しております。従いまして、予想に内在する不確定要因や、今後の事業運営における内外の状況変化等により、実 

際の売上高及び利益は当該予想数値と異なる場合があることをご承知おきください。 
 

以上 



１. （要約） 四半期連結貸借対照表

（単位：百万円）

期     別 　　

 科      目 金      額 構成比 金      額 構成比 金      額 構成比 金額 増減率

% % % %

Ⅰ　流動資産 6,619 50.5 7,417 57.3 9,182 60.0 △ 2,562 △ 27.9

   1.現金及び預金 1,001 815 1,101 △ 99

   2.受取手形及び売掛金 2,299 1,972 5,898 △ 3,598

   3.たな卸資産 2,855 4,106 1,675 1,179

   4.その他 462 523 507 △ 44

Ⅱ　固定資産 6,482 49.5 5,535 42.7 6,119 40.0 363 5.9

   1.有形固定資産 3,795 29.0 3,488 26.9 3,859 25.2 △ 63 △ 1.7

　　(1)建物及び構築物 1,961 1,649 2,013 △ 51

　　(2)土地 1,553 1,553 1,553 －

　　(3)その他 280 285 292 △ 12

   2.無形固定資産 978 7.5 577 4.5 700 4.6 278 39.7

   3.投資その他の資産 1,708 13.0 1,470 11.3 1,559 10.2 148 9.5

　　(1)投資有価証券 261 263 271 △ 9

　　(2)敷金及び保証金 244 233 233 10

　　(3)繰延税金資産 1,143 906 968 174

　　(4)その他 59 67 85 △ 25

 資産合計 13,101 100.0 12,952 100.0 15,301 100.0 △ 2,199 △ 14.4

Ⅰ　流動負債 2,433 18.6 3,245 25.1 4,831 31.6 △ 2,397 △ 49.6

   1.買掛金 873 1,102 1,983 △ 1,109

   2.短期借入金 － 680 400 △ 400

   3.未払費用 386 332 679 △ 292

　 4.その他 1,173 1,130 1,768 △ 594

Ⅱ　固定負債 2,583 19.7 2,116 16.3 2,221 14.5 362 16.3

   1.退職給付引当金 2,514 2,034 2,142 372

   2.その他 69 82 79 △ 10

     負債合計 5,017 38.3 5,361 41.4 7,052 46.1 △ 2,034 △ 28.9

Ⅰ　資本金 1,531 11.7 1,531 11.8 1,531 10.0 － －

Ⅱ　資本剰余金 1,413 10.8 1,413 10.9 1,413 9.2 － －

Ⅲ　利益剰余金　 5,140 39.2 4,653 35.9 5,307 34.7 △ 167 △ 3.2

Ⅳ　その他有価証券評価差額金 7 0.1 0 0.0 5 0.0 2 49.6

Ⅴ　為替換算調整勘定 △ 8 △ 0.1 △ 7 △ 0.0 △ 8 △ 0.0 0 2.5

     資本合計 8,083 61.7 7,591 58.6 8,249 53.9 △ 165 △ 2.0

     負債資本合計 13,101 100.0 12,952 100.0 15,301 100.0 △ 2,199 △ 14.4

対前年度末比較増減

当四半期

（平成17年3月期

第3四半期末）

前年同四半期

（平成16年3月期

第3四半期末）

（参考）

平成16年3月期

[資 本 の 部 ]

[ 負 債 の 部 ]

[ 資 産 の 部 ]
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２. （要約） 四半期連結損益計算書

（単位：百万円）

期     別　　 

科      目 金    額 百分比 金    額 百分比 金    額 増減率 金    額 百分比

% % % %

Ⅰ　売上高 15,093 100.0 13,487 100.0 1,605 11.9 23,762 100.0

Ⅱ　売上原価 13,294 88.1 11,798 87.5 1,495 12.7 20,304 85.4

売上総利益 1,798 11.9 1,688 12.5 110 6.5 3,458 14.6

Ⅲ　販売費及び一般管理費 1,652 10.9 1,688 12.5 △ 35 △ 2.1 2,326 9.8

営業利益 146 1.0 0 0.0 146 － 1,131 4.8

Ⅳ　営業外収益 15 0.1 10 0.1 5 53.0 30 0.1

Ⅴ　営業外費用 35 0.2 38 0.3 △ 3 △ 8.2 41 0.2

経常利益 126 0.9 △ 28 △ 0.2 154 － 1,120 4.7

Ⅵ　特別利益 48 0.3 0 0.0 48 － 0 0.0

Ⅶ　特別損失 153 1.0 180 1.3 △ 27 △ 15.0 243 1.0

税金等調整前四半期純利益
又は税金等調整前当期純利益

22 0.2 △ 208 △ 1.5 230 － 877 3.7

法人税、住民税及び事業税 116 0.8 155 1.2 △ 39 △ 25.3 689 2.9

法人税等調整額 △ 76 △ 0.5 △ 197 △ 1.5 121 △ 61.4 △ 300 △ 1.3

四半期純損失又は当期純利益 △ 17 △ 0.1 △ 166 △ 1.2 148 － 488 2.1

第3四半期） 第3四半期）
平成16年3月期

対前年同四半期比較
増減

（参考）当四半期

（平成17年3月期

前年同四半期

（平成16年3月期
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